
　令和6年2月14日（水）16時半から令和5年度第2回
ホームカミングディを開催しました。今回は、4年生を中
心とした在校生が、本学卒業生との交流を通して、卒後
1年目のキャリア形成のイメージを持ち、就職後の心構
えができることを目的としました。
　当日は、卒後1年目の卒業生で附属病院の一般病
棟、小児病棟、産科病棟、集中治療室に勤務している看護師、助産師や、郡山市の保健師、そして、本学大学院
看護学研究科博士前期課程に在籍している卒後7年目の卒業生の計7名が参加し、在校生の質問に応じたり、
仕事や学業について感じていることなどを語ってくれました。
　参加した23名の在校生は「就職後のことや、就職活動についての話も聞くことができて、とても良い機会とな
りました」「1年目の先輩が実際に働いて感じた困難やその乗り越え方等、貴重なお話を聞かせていただくこと
ができました」などと話し、卒業後の自分のキャリアについて考える機会になったようでした。

（まるやま いくこ、 いしい かよこ、 すずき がくじ）

　前学部長の任期満了に伴い、令和6年4月から看護学部長となりました髙橋です。
学部生、保護者の皆様、どうぞよろしくお願いします。
　本学部は、1998年に公立単科医科大学初の看護学部として誕生しました。「看護は
人々とともに生み出していくもの」「人々の生活を支える保健医療福祉システムは、人と
人とのつながりの中で作り出していくもの」という考えを基盤に、看護の対象となる人々

の生命と生活に寄り添い、人 と々ともに考え、歩むことのできる看護専門職の育成を大切にしています。
　新型コロナウイルス感染症の流行下では対面授業も難しく、制限のある状況下で、どこまで、何を、どのように
教授すべきか苦慮することもありましたが、感染症分類の５類に移行して一年が過ぎ、大学生活もコロナ禍前の
姿に戻ってきています。どういう状況であれ、看護学部として大切にしていること、めざしていることを実現できるよ
う、学生、保護者の皆様、教員、学部内外の人 と々ともに、「福島医大看護学部」を創りあげていきたいと思います。

（たかはし　こうこ）

令和5年度 第2回 ホームカミングディを開催

髙 橋　香 子看護学部長

丸山 育子、石井 佳世子、鈴木 学爾ふくしま看護モデル検討部会 キャリア形成班
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入
学
か
ら

早
２
か
月
、今

ま
で
の
生
活
と

は
一
変
し
た
毎

日
を
送
る
な
か

で
、両
親
に
頼
る
こ
と
が
減
り
、少
し

ず
つ
自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が

出
来
て
い
ま
す
。 

　

周
り
の
友
人
に
も
恵
ま
れ
、新
し
い

勉
強
や
生
活
へ
の
不
安
は
す
ぐ
に
無

く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。今
後
出
て
く

る
悩
み
や
不
安
も
打
ち
明
け
る
こ
と

が
出
来
る
友
人
が
い
る
こ
と
に
感
謝

し
、み
ん
な
で
助
け
合
い
、高
め
あ
い
な

が
ら
大
学
生
活
４
年
間
を
と
て
も
価

値
の
あ
る
も
の
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。 

　

入
学
当
初
の
気
持
ち
は
み
ん
な
同

じ
で
は
な
い
で
す
が
、み
ん
な
で
自
分

の
理
想
の
看
護
師
像
に
近
づ
く
た
め

に
協
力
し
合
い
、最
後
は
胸
を
張
れ
る

看
護
師
に
な
っ
て
卒
業
し
た
い
で
す
。

（
こ
ば
や
し　
さ
や
） 

　

私
は
、博
士

前
期
課
程
で

助
産
師
国
家

試
験
受
験
資

格
を
取
得
で
き

る
こ
と
に
魅
力
を
感
じ
、受
験
を
決
め

ま
し
た
。助
産
師
コ
ー
ス
で
は
、学
部

で
は
学
ぶ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
よ
り

専
門
性
の
高
い
分
野
を
学
び
、日
々
自

分
の
成
長
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

私
自
身
、初
め
て
の
福
島
県
で
不
安

も
あ
り
ま
し
た
が
、助
産
師
に
な
ろ
う

と
い
う
意
識
の
高
い
仲
間
と
、い
つ
で

も
親
身
に
寄
り
添
っ
て
頂
け
る
先
生

方
の
支
え
も
あ
り
、忙
し
い
中
で
も
充

実
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
て
い

ま
す
。

　

将
来
は
、福
島
県
の
地
域
医
療
に

貢
献
で
き
る
助
産
師
と
な
れ
る
よ
う

こ
れ
か
ら
の
2
年
間
を
大
切
に
過
ご

し
て
い
き
た
い
で
す
。

（
た
か
は
し　
こ
の
み
）

　

大
学
院
の
看
護
学
研
究
科

博
士
前
期
課
程
で
は
、毎
年
修

了
者
の
中
か
ら
審
査
の
結
果
が

優
秀
だ
っ
た
論
文
を
人
数
制
限

な
し
に
表
彰
し
て
き
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
は
精
神
看
護
学

領
域
の
磯
上
茜
さ
ん
と
老
年
看

護
学
領
域
の
佐
藤
健
斗
さ
ん
の

お
二
人
が
優
秀
論
文
と
し
て
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

磯
上
茜
さ
ん
は
、あ
る
神
経

性
無
食
欲
患
者
と
の
面
接
を

通
し
て
、そ
の
患
者
が
回
復
に

向
か
う
過
程
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
研
究
を
、佐

藤
健
斗
さ
ん
は
、高
齢

者
の
身
体
組
成
に
注

目
し
、身
体
組
成
と
手

術
中
の
体
温
変
動
の

関
連
に
つ
い
て
の
観
察

研
究
を
行
い
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
患
者
と
の

面
接
や
観
察
な
ど
、

臨
床
に
基
づ
く
研
究
に
真
摯
に

取
り
組
ん
だ
結
果
が
評
価
さ
れ

ま
し
た
。

　
お
二
人
と
も
家
庭
ま
た
は
職

場
な
ど
を
や
り
く
り
し
な
が
ら

の
研
究
で
ご
苦
労
も
あ
っ
た
と

は
思
い
ま
す
が
、何
よ
り
も
研

究
を
楽
し
ん
だ
結
果
が
表
彰
さ

れ
た
こ
と
で
励
み
に
な
っ
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
更
な

る
研
究
の
発
展
を
期
待
し
て
お

り
ま
す
。（

せ
き
ま
た　
あ
き
こ
）

看
護
学
部
1
年
　
小
林
　
咲
耶

な
り
た
い
自
分
へ
の
第
一
歩

大
学
院
博
士
前
期
課
程
1
年
　
髙
橋
　
こ
の
み

助
産
師
コ
ー
ス
に
進
学
し
て

看
護
学
研
究
科
副
研
究
科
長
　
関
亦
　
明
子

令
和
５
年
度

博
士
前
期
課
程
の
優
秀
論
文
表
彰

新 入 生 か ら 　 ひ と こ と

大学院看護学研究科より
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訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
り
ん
く 

所
長
　
吾
妻
　
陽
子

『
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
り
ん
く
』を

立
ち
上
げ
ま
し
た

看
護
学
部
に
は
約
50
名
の
教
員
が
い
ま
す
。
そ
の
教
員
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
い
た
し
ま
す
。

第
5
回
目
は
母
性
看
護
学
・
助
産
学
部
門
の
教
員
紹
介
で
す
。

実習を通してお母さんの産
後の大変さを感じながら、
生まれたての赤ちゃんに癒
されてほしいと思います。

石井　佳世子

福島在住３年目になりまし
た。学生のみなさんが母性
看護学を楽しく学んでいけ
るよう邁進してまいります。

山口　咲奈枝

人を敬う、尊ぶ、愛す
るということが、私の
看護観、助産道、生き
方でございます。

篠原　好江

21世紀は巨大データとAI
の時代です。データから見
出された相関関係や因果関
係を助産実践に応用したい
と考えています。

木村　涼子

母性看護のダイナミックで
神秘的な魅力を学生さんに
感じてもらえるよう、日々精
進していきたいと思います。

大内　美奈

「その人のもつ力」を
大切に、ともに考え、
ともに学ぶことを心
がけています。

鈴木　妙子

生命の誕生と母子および
家族の支援の大切さにつ
いてともに考え学んで行き
ましょう。

細川　さやか

　「母性看護学・助産学」
は、妊娠・分娩・産褥・新
生児の各期にある女性と
その家族に対する看護
を学びます。また、さま
ざまなライフスタイルや
多様な価値観を尊重し
た看護を考え、広い視野

から看護を
捉える機会
になるよう
心がけてい
ます。

看
護
学
部
教
員
紹
介 

❺

【母性看護学・助産学部門】

　
こ
ん
に
ち
は
、昨
年
度
ま
で
精
神
看
護
学
領
域

で
教
員
を
し
て
お
り
ま
し
た
吾
妻
で
す
。こ
の
度
、

チ
ー
ム
精
神
看
護
や
学
部
の
卒
業
生
、大
学
院
の

仲
間
た
ち
、地
域
で
活
躍
す
る
医
療
者
の
方
々
と

の
つ
な
が
り
か
ら
、2
0
2
4
年
4
月
福
島
市
に

精
神
科
に
特
化
し
た
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　
リ
カ
バ
リ
ー
を
大
事
に
寄
り
添
い
共
に
歩
む

こ
と
を
柱
と
し
な
が
ら
、そ
れ
ぞ
れ
の
利
用
者
に

何
が
で
き
る
か
考
え
ら
れ
る
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
目

指
し
て
い
ま
す
。そ
の
人
ら
し
く
生
活
で
き
る
地

域
作
り
や
そ
の
中
で
看
護
職
が
で
き
る
こ
と
は

何
か
な
ど
、毎
日
み
ん
な
で
語
り
悩
み
笑
い
模
索

し
て
い
ま
す
。

　
ご
興
味
の
あ
る
方
は
、ぜ
ひ
、私
た
ち
と
つ
な

が
っ
て（
り
ん
く
）い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

（
あ
ず
ま
　
よ
う
こ
）
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◆ 

編
集
委
員 

  

編
集
後
記

編
集
長

　令和5年度の看護学部卒業生の主な就職先は、福島県内42名、福島県外28名で、就職した学生のうち60％が県内に
就職しました。また、福島県内に就職した学生のうち25名が本学附属病院に就職しました。

　今年度から助産師養成課程が別科助産学専攻と大学院
看護学研究科博士前期課程看護学専攻母性看護学・助産
学領域助産師コースへ移行したため看護学部卒業生の
助産師国家試験の受験者はおりませんでした。
　看護師は全国平均を上回る合格率、保健師も全国平均と
ほぼ同じ合格率の結果となりました。

令和5年度 卒業生の国家試験の結果と進路

令和5年度 看護学部卒業生の進路状況

令和5年度 保健師・助産師・看護師国家試験の合格状況

受験者（人）

合格者（人）

合格率（％）

全国合格率（％）

受験者（人）

合格者（人）

合格率（％）

全国合格率（％）

令和5年度

ー　

ー　

ー　

　99.3　

令和5年度

80　

77　

96.3　

93.2　

受験者（人）

合格者（人）

合格率（％）

全国合格率（％）

令和5年度

41　

40　

97.6　

97.7　

■ 保健師 ■ 看護師 

■ 助産師

令和6年3月31日現在

令和6年3月22日現在

■ 卒業者の内訳

鈴
木
　
学
爾

関
亦
　
明
子

安
部
　
　
猛

井
上
　
水
絵

佐
藤
　
利
憲

木
村
　
涼
子

蓬
田
　
美
保

鴫
原
　
利
洋

令和3年度

5　

5　

100.0　

99.7　

令和2年度

5　

5　

100.0　

99.7　

令和元年度

6　

6　

100.0　

99.5　

令和3年度

83　

82　

98.8　

96.5　

令和4年度

5　

5　

100.0　

95.9　

令和4年度

84　

82　

97.6　

95.5　

令和2年度

84　

83　

98.8　

95.4　

令和元年度

80　

79　

98.8　

94.7　

令和3年度

83　

78　

94.0　

93.0　

令和4年度

42　

41　

97.6　

96.8　

令和2年度

84　

83　

98.8　

97.4　

令和元年度

80　

78　

97.5　

96.3　

　
今
回
も
多
く
の
皆
様
の
ご
協

力
に
よ
り「
光
と
緑
の
風
通
信

第
6
7
号
」を
発
行
出
来
ま
し

た
こ
と
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　
今
年
度
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
取
り
扱
い
が
5
類
に

な
っ
て
か
ら
初
め
て
新
入
生
を

迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

私
の
研
究
室
の
す
ぐ
隣
り
の
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
か
ら
は
新
入
生
の

自
己
紹
介
と
共
に
先
輩
方
の
温

か
い
笑
い
声
と
拍
手
が
聞
こ
え

ま
し
た
。こ
こ
数
年
見
聞
き
す

る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た「
当

た
り
前
の
光
景
」が
戻
っ
て
き

た
こ
と
を
実
感
し
ま
す
。

　
大
学
生
活
は
、単
に
知
識
を

深
め
る
こ
と
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。同
級
生
は
も
ち
ろ
ん
多

様
な
価
値
観
を
持
つ
先
輩
・
後

輩
、他
学
部
の
学
生
と
一
緒
に

過
ご
す
経
験
が
皆
さ
ん
の
思
考

を
形
作
り
、自
己
と
世
界
を
理

解
す
る
新
た
な
道
を
開
き
ま
す
。

学
生
の
皆
さ
ん
が
同
級
生
、他

学
部
の
学
生
、先
輩
・
後
輩
と
こ

こ
で
学
ぶ
こ
と
は
、個
人
的
な

成
長
を
超
え
、社
会
全
体
へ
の

貢
献
へ
と
つ
な
が
る
で
し
ょ
う
。

皆
さ
ん
が
福
島
県
立
医
科
大
学

看
護
学
部
で
学
び
、成
長
し
、そ

し
て
、世
界
に
新
た
な
希
望
を

も
た
ら
す
姿
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。

　
　
　
編
集
長
　
鈴
木
　
学
爾

県内就職　計

進学　計

大学院
別科
別科

助産学校
大学
別科

福島県
福島県
山形県
宮城県
栃木県
新潟県

3
1
1
1
1
1
8

福島県立医科大学大学院（助産師コース）
福島県立医科大学別科助産学専攻
山形大学養護教諭特別別科
スズキ病院附属助産学校
栃木県立衛生福祉大学校保健学科
新潟大学養護教諭特別別科

進　学　先

区分都道府県人数職種

区分都道府県人数

病院
病院
大学
病院
病院
病院
病院
行政
行政
行政
行政

福島市
会津若松市
福島市
福島市
郡山市
郡山市
郡山市
郡山市
いわき市
南相馬市
矢吹町

25
1
1
3
2
1
3
3
1
1
1
42

看護師
看護師
その他
看護師
看護師
その他
看護師
保健師
保健師
保健師
保健師

福島県立医科大学附属病院
福島県立医科大学会津医療センター（附属病院）
福島県立医科大学看護学部
福島赤十字病院
寿泉堂綜合病院
寿泉堂綜合病院
星総合病院
郡山市
いわき市
南相馬市
矢吹町

就　職　先

就　職　先

■ 就職（県内）

■ 進学

2
2

人数

未定
未定　計

区　分

県外就職　計　

病院
病院
病院
病院
病院
病院
病院
病院
病院
病院
病院
病院
病院
病院
その他
行政
行政
行政
行政

宮城県
宮城県
茨城県
栃木県
埼玉県
千葉県
千葉県
東京都
東京都
東京都
神奈川県
神奈川県
新潟県
新潟県
宮城県
宮城県
埼玉県
埼玉県
東京都

2
1
1
3
4
1
1
1
3
1
2
1
1
1
1
1
1
1
1
28

看護師
看護師
看護師
看護師
看護師
看護師
看護師
看護師
看護師
看護師
看護師
看護師
看護師
看護師
保健師
保健師
保健師
保健師
保健師

区分都道府県人数職種
東北大学病院
宮城県立こども病院
（株）日立製作所日立総合病院
自治医科大学附属病院
自治医科大学附属さいたま医療センター
国立がん研究センター東病院
千葉大学医学部附属病院
東京都立病院機構
国家公務員共済組合連合会虎の門病院
国立精神・神経医療研究推進課センター

国家公務員共済組合連合会平塚共済病院
新百合ヶ丘総合病院
独立行政法人国立病院機構関東信越グループ新潟病院
新潟西浦メディカルセンター病院
宮城県予防医学協会
丸森町
春日部市
草加市
東京都中央区

■ 就職（県外）

■ その他

その他 2名

看護師 57名
進学 8名

保健師 11名

Vol.67  光と緑の風通信　4
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